
全国を上回るスピードで高齢化が進む長崎県では、
医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、

医療・介護などのサービスをさらに充実させる取組を進めています。
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地域で支えあう医療・介護特集
spec i a l  i s s u e
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　県内を8つの地域に分け、入院患者の病状や診療内容等の

データを基に、2025年に必要な病床数などを推計し、医療機

関同士の連携や在宅医療・介護の充実、人材の育成・確保に

取り組み、目指すべき将来の医療提供体制の姿とその実現に

向けた方向性を示した構想をまとめました。

　今後、必要な病床の整備や人材育成などにより、効率的で

質の高い医療体制づくりを進めます。　（平成28年11月策定）

『長崎県地域医療構想』

県の医療政策課　☎095-895-2461問合せ

～誰もが安心して暮らし続ける社会の実現のために～

課題を解決するために
どんなことが必要かとかな？
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○必要な病床や介護施設等の不足・偏り
○医療・介護人材の不足・偏り
○地域で支えあう力の低下　など

長崎県の人口推計

病床機能の方向性

『回復期』機能の充実 『在宅医療』の充実

　

人
口
推
計
な
ど
を
基
に
し
て
、将
来
の
入

院
患
者
の
状
態
を
分
析
す
る
と
、今
後
は
、

在
宅
復
帰
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の「
回
復
期
」病
床
の
不
足
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、医
療
機
関
の
回
復
期
病
床
へ

の
転
換
推
進
や
地
域
の
医
療
機
関
な
ど
の

連
携
、在
宅
医
療
の
充
実
な
ど
を
進
め
、地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な「
流
れ
」

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　医療分野では、特に「回復期」機能の充実などを進めていきますが、住み
慣れた自宅などで安心して暮らすためには、介護やその予防、住まい、生活
支援と連携し、切れ目のないサービスを提供することが重要となります。

『回復期』機能と在宅医療の充実

検索長崎県医療政策課

●病状の急変などの緊急時に受け入れることが
できる病床や訪問診療、訪問看護ステーション
などの整備を支援します。

●在宅医療に取り組む医師や歯科医師、看護師、
薬剤師などの多職種連携のほか、その人材を
確保します。

医療・介護面での課題

患者の症状による区分

高度急性期
救急救命・集中治療室など

急性期
一般的な手術など

回復期
在宅復帰に向けたリハビリなど

慢性期
人工呼吸器による長期療養など

65歳以上

15歳未満

15歳から64歳具体的な取組

H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42（年）

243 216 193 176 156 139 125

957 913 857 783 722 671 627

316 349 369 404 435 440 433
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在宅医療等
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●退院後安心して暮らすためのリハビリテーショ
ンなどを提供する体制の整備を支援します。

●退院までのスムーズな流れを
作るため、病院や診療所、介護
施設などの連携を強化します。

住み慣れた地域で安心して暮らす ～必要な医療体制の実現に向けた取組～

慢性期の患者は、
在宅医療を充実す
ることにより、入院
と在宅医療で一体
となって対応する

リハビリテーションの
提供などを行う回復
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介
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在宅医療等


